
明
治
初
期
の
単
一
区
制
、
大
区
小
区
制
に
つ
い
て

井
　
　
戸
　
　
庄
　
　
三

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
『
県
史
』
　
『
市
町
村
史
』
の
明
治
前
期
の
地
方
制
度
に

関
す
る
章
や
節
に
目
を
と
お
す
と
、
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
限
っ
て
、
そ
の

内
容
が
い
さ
さ
か
貧
弱
な
事
例
が
少
な
-
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

簡
単
に
い
え
ば
'
単
1
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
は
'
府
県
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、
必
ず
し
も
中
央
法
令
ど
お
り
に
施
行
さ
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

1
九
八
三
年
十
二
月
へ
　
私
は
単
1
区
制
、
大
区
小
区
制
に
関
す
る
歴
史
地
理
学

(
1
)

的
研
究
を
ま
と
め
た
拙
稿
(
以
下
、
前
稿
と
い
う
)
　
を
発
表
し
た
。
そ
れ
か
ら
の

(

o

j

)

　

　

　

　

　

(

t

o

)

　

　

　

　

　

(

.

*

)

　

　

　

　

(

i

n

)

十
数
年
間
に
'
山
中
永
之
柘
、
大
島
美
津
子
へ
高
久
嶺
之
介
へ
　
茂
木
陽
一
へ
　
和

C

m

)

　

　

　

　

(

f

O

　

　

　

　

(

o

o

)

田
仁
へ
渡
辺
隆
喜
、
村
瀬
正
章
ら
に
よ
る
日
本
近
代
地
方
制
度
史
の
精
微
な
研
究

(
9
)

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
地
理
学
の
分
野
で
も
、
藤
田
佳
久
に
よ
る
奈
良
県
、

(

-

o

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

-

-

)

滞
宗
則
に
よ
る
岡
山
県
備
前
地
方
へ
権
藤
典
明
に
よ
る
香
川
県
な
ど
の
モ
ノ
グ

ラ
フ
が
み
ら
れ
、
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
の
研
究
は
よ
う
や
-
緒
に
就
い
た
と

い
え
よ
う
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
改
め
て
全
国
的
な
視
野
で
単
一
区
制
へ
　
大
区
小

区
制
の
府
県
別
特
色
を
再
検
討
し
'
前
稿
の
欠
を
補
完
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

I
　
戸
籍
法
公
布
前
の
組
合
村
　
-
　
大
津
県
の
事
例
　
-

明
治
四
年
　
(
l
八
七
1
)
　
四
月
四
日
に
公
布
さ
れ
た
太
政
官
布
告
第
1
七
〇
号

(
戸
籍
法
)
　
に
基
づ
い
て
'
戸
籍
を
編
製
す
る
た
め
「
一
府
一
郡
ヲ
分
テ
何
区
或

ハ
何
十
区
ト
シ
、
其
1
区
ヲ
定
ム
ル
ハ
四
五
丁
、
モ
シ
ク
ハ
七
八
村
ヲ
組
合
」
(
第

三
則
)
　
わ
せ
て
区
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
往
の
研
究
で
は
、
こ
の
区

が
戸
籍
区
と
称
さ
れ
、
区
の
制
度
の
嘱
矢
と
さ
れ
て
い
る
。

戸
籍
法
公
布
前
に
組
合
村
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
大
津
県
　
(
現
滋

賀
県
)
　
関
係
の
史
料
に
注
目
し
た
い
。
明
治
元
年
　
(
一
八
六
八
)
　
七
月
に
大
津
県

判
事
試
補
に
な
り
へ
　
の
ち
滋
賀
県
令
に
な
っ
た
寵
手
田
安
定
の
　
『
在
職
紀
略
』
　
に

よ
れ
ば
、
大
津
県
は
「
立
県
日
浅
ク
百
事
未
夕
定
ラ
ス
、
而
シ
テ
所
部
ノ
町
村
江

州
十
二
郡
二
散
在
シ
他
ノ
藩
県
所
部
ノ
地
ト
犬
牙
交
錯
シ
'
動
モ
ス
レ
ハ
則
人
民

方
向
ヲ
失
ヒ
疑
心
ヲ
生
シ
其
勢
殆
ン
ト
統
ル
能
ハ
ス
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
管
内
を
「
各
郡
地
形
二
依
り
或
ハ
十
ケ
村
或
ハ
八
九
ケ
村
ヲ
組
合
ヲ
定

メ
'
何
郡
何
番
組
ト
唱
へ
其
組
合
中
入
札
ヲ
以
テ
一
人
ヲ
撰
挙
シ
組
合
村
惣
代
ト

C
-
c
o
)

称
シ
事
巨
細
ト
ナ
ク
其
組
合
村
ノ
事
務
二
当
ラ
シ
ム
」
　
こ
と
に
し
た
。
じ
つ
さ
い
へ

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
三
月
、
大
津
県
は
「
藩
領
之
外
支
配
村
々
庄
屋
、
年
寄
」

に
あ
て
て
　
「
宮
、
堂
上
家
領
並
中
下
大
夫
知
行
、
社
寺
額
共
村
々
組
合
之
義
、
御

明
治
初
期
の
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)



滋
賀
腎
科
大
草
基
礎
撃
研
究
第
十
競
(
1
九
九
九
年
)

料
村
々
組
惣
代
之
最
寄
ニ
テ
組
入
、
当
月
十
日
よ
り
廿
五
日
迄
之
間
二
組
合
限

(

-

"

蝣

)

)

村
々
連
印
を
以
当
県
え
可
申
出
候
」
(
里
内
文
庫
文
書
)
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の

組
合
は
'
京
都
府
戸
籍
仕
法
の
流
れ
を
汲
む
明
治
二
年
の
大
津
県
の
戸
籍
編
製
と

C
'
-
*
)

の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
が
、
組
合
惣
代
が
「
事
巨
細
ト
ナ
ク
其
組
合
村
ノ
事
務
二

当
」
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
な
る
戸
籍
区
に
と
ど
ま
ら
ず
'
行
政
区
域
と
し
て
も

機
能
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
へ
戸
籍
法
の
公
布
を
受
け
て
区
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
'
大
津
県
で
は
、
明
治
四
年
六
月
へ
　
「
栗
太
郡
三
番
組
村
々
庄
屋
共
」
に
あ
て

た
「
今
般
戸
籍
法
御
改
正
被
仰
出
候
二
付
、
是
迄
之
三
番
組
ヲ
則
第
三
区
ト
相
定
へ

組
合
惣
代
福
嶋
与
左
衛
門
え
戸
長
兼
勤
申
付
候
条
可
得
其
意
候
、
且
又
副
役
之
義

は
村
々
庄
屋
共
え
兼
勤
申
付
候
」
　
(
里
内
文
庫
文
書
)
に
み
ら
れ
る
ご
と
-
、
原
則

(
-
蝣
サ
)

的
に
は
'
す
で
に
存
在
す
る
「
番
組
」
を
「
区
」
と
改
称
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

H
　
単
一
区
制
へ
大
区
小
区
制
の
府
県
別
特
色

前
稿
で
は
'
青
森
へ
岩
手
、
茨
城
へ
埼
玉
、
入
間
(
現
埼
玉
)
、
神
奈
川
、
新

潟
、
新
川
(
現
富
山
)
、
山
梨
、
長
野
、
筑
摩
(
現
長
野
・
岐
阜
)
へ
静
岡
、
浜
松

(
現
静
岡
)
、
愛
知
、
滋
賀
、
堺
(
現
大
阪
府
)
へ
鳥
取
、
山
口
へ
愛
媛
、
熊
本
の

二
〇
県
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
単
1
区
制
、
大
区
小
区
制
の
施
行
過
程
と
そ
の

特
色
を
検
討
し
た
。
以
下
へ
本
稿
で
は
、
『
県
史
』
『
市
町
村
合
併
史
(
誌
)
』
や
個

別
事
例
研
究
な
ど
、
信
頼
で
き
る
研
究
実
績
の
蓄
積
が
あ
る
山
形
へ
敦
賀
(
現
福

井
)
、
広
島
、
香
川
へ
宮
崎
の
五
県
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
参
考
文
献
は
各
県
の

冒
頭
に
1
括
し
て
注
記
し
、
引
用
箇
所
の
明
示
は
煩
境
に
な
る
の
で
省
略
し
た
O

(

-

蝣

o

)

Ⅲ
　
山
形
県

明
治
四
年
(
l
八
七
1
)
十
1
月
二
日
、
廃
藩
置
県
後
の
府
県
の
統
廃
合
に
よ

り
、
現
在
の
山
形
県
域
は
山
形
、
置
賜
、
酒
田
　
(
明
治
八
年
八
月
三
十
一
日
、
鶴

岡
県
と
改
称
)
　
の
三
県
に
な
っ
た
。

明
治
四
年
八
月
、
山
形
県
は
山
形
元
郭
内
外
(
村
山
郡
)
　
の
三
〇
二
町
村
を
二

七
区
、
置
賜
郡
の
う
ち
三
九
町
村
を
五
区
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
L
へ
　
つ
づ
い
て
同
午

十
一
月
へ
　
天
童
県
の
合
併
に
伴
な
い
、
村
山
郡
を
二
九
区
、
翌
五
年
1
月
、
旧
新

庄
、
上
山
両
県
域
を
加
え
て
村
山
全
郡
を
三
三
区
へ
　
最
上
全
郡
を
一
〇
区
と
し
て
'

置
賜
郡
の
五
区
を
合
わ
せ
て
四
八
区
を
編
成
し
た
。

山
形
県
は
'
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
　
十
月
へ
単
一
区
制
を
大
区
小
区
制
に
転

換
し
'
県
下
を
七
大
区
四
三
小
区
に
改
編
し
た
。
酒
田
県
も
、
同
年
十
月
へ
　
二

大
区
三
〇
小
区
を
編
成
し
、
大
区
に
区
長
へ
小
区
に
戸
長
へ
副
戸
長
を
任
命
し
た
0

な
お
、
酒
田
県
の
大
区
小
区
は
、
旧
庄
内
藩
の
地
方
統
治
制
度
を
受
け
継
い
で
'

大
区
は
郷
、
小
区
は
組
を
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
置
賜
県
は
、
明
治
六

午
(
1
八
七
三
)
　
四
月
へ
　
そ
れ
ま
で
の
二
九
区
を
六
大
区
二
八
小
区
に
分
画
し
'

大
区
に
区
長
一
名
、
小
区
に
戸
長
へ
副
戸
長
五
～
七
へ
　
八
名
を
配
置
し
た
。
そ
の

後
へ
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
　
七
月
、
山
形
県
は
小
区
を
減
ら
し
て
七
大
区
三
九

小
区
と
し
へ
酒
田
県
も
'
翌
八
年
(
一
八
七
五
)
　
二
月
に
六
大
区
三
三
小
区
に
改

編
し
た
。

明
治
九
年
(
1
八
七
六
)
　
八
月
二
十
1
日
へ
山
形
へ
置
賜
へ
鶴
岡
の
三
県
が
統

合
さ
れ
て
現
在
の
山
形
県
が
成
立
す
る
と
'
大
区
小
区
の
改
編
作
業
が
す
す
め
ら

れ
、
十
月
十
三
日
、
県
下
は
1
0
大
区
l
 
O
O
小
区
に
分
轄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
大
区
と
郡
の
関
係
を
み
る
と
、
第
一
～
第
三
大
区
が
村
山
郡
、
第
四
大
区
が

最
上
郡
、
第
五
大
区
が
飽
海
郡
、
第
六
へ
第
七
大
区
が
田
川
郡
、
第
八
～
第
一
〇

大
区
が
置
賜
郡
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
領
域
で
あ
る
郡
が
大

区
の
基
礎
単
位
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。



役
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
区
に
は
区
務
所
が
設
け
ら
れ
て
区
長
へ
　
副
区
長
が

任
命
さ
れ
、
小
区
に
戸
長
へ
村
に
村
長
、
町
に
は
町
用
掛
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら

の
役
人
は
'
旧
山
形
県
で
は
民
選
が
原
則
で
あ
っ
た
が
'
三
県
統
合
を
契
機
に
官

選
に
変
更
さ
れ
た
。
ま
ず
明
治
九
年
九
月
五
日
へ
　
山
形
県
は
　
「
管
内
区
戸
長
ノ
儀

ハ
以
来
本
庁
二
於
テ
人
選
中
付
」
　
(
第
七
四
号
布
達
)
け
る
と
し
、
つ
づ
い
て
同
年

十
一
月
三
十
日
、
「
今
般
村
長
、
町
用
掛
-
-
ヲ
廃
シ
'
区
戸
長
ヨ
リ
人
選
ヲ
以
テ

更
二
里
正
へ
保
正
ヲ
置
キ
事
務
為
取
扱
候
」
　
(
乙
第
二
一
号
)
と
布
達
し
た
。
翌
十

年
(
l
八
七
七
)
　
1
月
の
「
里
正
・
保
正
心
得
」
は
1
二
条
か
ら
な
り
へ
　
そ
の
第

一
条
で
「
里
保
正
ハ
人
民
ノ
総
代
ニ
シ
テ
万
般
二
於
テ
内
外
公
私
ノ
事
務
ヲ
取
扱

候
者
」
と
規
定
し
'
「
諸
官
省
並
県
庁
御
布
告
ハ
不
及
申
'
区
長
へ
　
戸
長
ノ
達
等
聯

延
滞
ナ
ク
毎
戸
二
可
触
示
」
(
第
二
条
)
、
「
戸
籍
ヲ
可
担
調
ハ
第
一
ノ
勤
二
有
之
候
」

(
第
三
条
)
へ
　
「
正
租
及
民
費
課
出
ハ
割
賦
帳
ヲ
製
シ
、
官
ノ
達
ヲ
受
ケ
直
チ
ニ
戸

毎
二
割
付
ヲ
渡
シ
、
期
限
ヲ
不
誤
収
金
ヲ
受
取
可
相
納
」
　
(
第
四
条
)
な
ど
地
方
官

と
し
て
の
里
正
へ
保
正
の
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
へ
「
勧
業
ハ
独
り
原
野
荒

蕪
ノ
地
ヲ
開
拓
ス
ル
ノ
ミ
ニ
非
ス
'
従
来
所
持
ノ
田
畑
ニ
モ
能
ク
心
ヲ
用
ヒ
或
ハ

茶
桑
樽
等
ヲ
便
宜
ノ
地
二
培
植
シ
-
.
.
.
I
層
収
穫
ノ
多
益
ヲ
計
リ
1
村
協
力
致
候

様
精
々
説
諭
ス
ヘ
キ
事
」
(
第
十
条
)
、
「
村
内
下
水
ノ
取
汝
ヒ
飲
食
衣
住
ノ
不
潔
等

無
之
様
時
々
見
回
り
可
申
'
尤
火
災
水
難
属
疾
其
他
不
慮
ノ
ア
ル
ニ
際
シ
保
護
ノ

術
忽
ニ
ス
へ
カ
ラ
ス
、
其
村
町
二
於
テ
予
テ
防
御
ノ
方
法
二
注
意
ス
ヘ
キ
事
」
(
第

十
一
条
)
な
ど
村
、
町
の
共
同
体
と
し
て
の
旧
慣
を
認
め
、
里
正
、
保
正
を
そ
の

代
表
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
山
形
県
の
大
区
小
区
制
は
、
大
区
の
区
長
、

副
区
長
、
小
区
の
戸
長
へ
　
町
村
の
里
正
へ
保
正
な
ど
役
職
す
べ
て
が
官
選
で
あ
っ

た
が
、
里
正
、
保
正
を
「
人
民
ノ
総
代
」
と
し
て
認
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

央
集
権
的
な
官
治
体
制
の
1
定
の
緩
和
を
は
か
っ
た
こ
と
が
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

:
c
t
s
凸

佃
　
敦
賀
県

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
　
十
一
月
二
十
日
、
若
狭
の
三
方
へ
遠
敷
へ
　
大
飯
の
三

郡
お
よ
び
越
前
の
今
立
へ
南
条
へ
敦
賀
の
三
郡
で
敦
賀
県
へ
越
前
の
足
羽
へ
吉
田
へ

丹
生
、
坂
井
、
大
野
の
五
郡
で
福
井
県
(
明
治
四
年
十
二
月
二
十
日
、
足
羽
県
と

改
称
)
　
が
置
か
れ
た
。

明
治
五
年
　
(
一
八
七
二
)
　
三
月
、
敦
賀
県
は
管
内
を
三
七
区
に
分
け
、
若
狭
三

郡
の
区
に
は
戸
長
と
副
を
各
1
名
配
置
し
た
が
へ
　
越
前
三
郡
は
敦
賀
、
武
生
、
鰭

江
な
ど
の
市
街
の
区
に
は
戸
長
を
置
い
た
も
の
の
、
他
の
区
は
副
だ
け
に
と
ど
め

た
。
こ
の
こ
と
は
若
狭
三
郡
が
旧
小
浜
藩
の
二
七
の
組
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で

区
が
設
け
ら
れ
た
の
に
対
し
、
越
前
三
郡
へ
　
と
-
に
今
立
へ
　
南
条
両
郡
は
複
数
の

藩
領
が
錯
綜
し
て
い
た
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
同
年
六
月
へ
敦
賀
市

街
の
三
区
が
統
合
さ
れ
た
の
で
'
県
下
は
三
五
区
に
な
っ
た
。
明
治
五
年
十
7
月
、

敦
賀
県
は
そ
れ
ま
で
の
単
一
区
制
を
大
区
小
区
制
に
切
り
換
え
、
県
下
を
二
九
大

区
に
区
分
し
、
大
区
に
区
長
へ
　
権
区
長
、
小
区
に
戸
長
へ
　
副
戸
長
を
置
い
た
。
小

区
の
区
画
な
ど
不
明
の
点
が
多
い
が
、
例
え
ば
遠
敷
郡
の
第
1
　
1
大
区
は
約
l
'

三
〇
〇
戸
か
ら
な
り
へ
小
区
は
〓
小
区
、
一
小
区
は
平
均
一
〇
〇
戸
前
後
で
'

各
小
区
に
戸
長
、
副
戸
長
が
置
か
れ
'
そ
れ
ま
で
の
村
役
人
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
0

一
方
、
越
前
五
郡
か
ら
な
る
足
羽
県
は
'
明
治
五
年
一
月
五
日
、
郡
中
区
分
取

締
掛
を
任
命
し
、
郡
単
位
で
区
の
編
成
作
業
に
着
手
へ
　
ま
ず
十
日
に
郡
長
三
名
、

副
郡
長
五
名
を
任
命
し
、
つ
い
で
二
十
七
日
へ
一
区
一
〇
〇
戸
を
目
途
に
県
下
を

七
〇
区
に
区
分
へ
　
各
区
に
戸
長
へ
　
副
戸
長
を
配
置
し
た
。
同
年
五
月
三
十
日
へ
　
太

政
官
布
告
第
一
一
七
号
を
受
け
て
、
郡
長
、
副
郡
長
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
へ
　
町

の
庄
屋
、
十
人
頭
、
村
の
庄
屋
、
長
百
姓
を
そ
れ
ぞ
れ
戸
長
へ
副
戸
長
と
改
称
し

明
治
初
期
の
単
一
区
制
、
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)



滋
賀
腎
科
大
草
基
礎
撃
研
究
第
十
競
(
1
九
九
九
年
)

た
。
そ
の
結
果
、
区
と
町
村
で
役
職
名
が
重
複
し
た
の
で
、
足
羽
県
は
七
月
十
九

日
、
区
の
戸
長
、
副
戸
長
を
1
般
戸
長
と
改
称
し
、
村
の
戸
長
、
副
戸
長
を
そ
れ

ぞ
れ
副
戸
長
、
村
総
代
に
変
え
た
ほ
か
へ
市
街
地
で
は
区
の
下
に
町
組
を
置
き
へ

区
に
戸
長
、
町
組
に
副
戸
長
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

明
治
六
年
　
(
一
八
七
三
)
一
月
十
四
日
、
敦
賀
、
足
羽
両
県
が
統
合
さ
れ
、
若

狭
へ
越
前
両
国
か
ら
な
る
敦
賀
県
が
誕
生
し
た
。
七
か
月
半
後
の
九
月
1
日
、
敦

賀
県
は
'
大
区
約
二
へ
　
〇
〇
〇
戸
へ
　
小
区
約
三
〇
〇
戸
を
標
準
と
し
て
新
し
-
六

〇
大
区
三
八
四
小
区
を
編
成
し
、
大
区
に
区
長
、
権
区
長
(
以
上
へ
　
官
選
)
へ
　
小
区

に
戸
長
へ
副
戸
長
(
以
上
へ
　
民
選
)
　
を
配
置
し
た
。
と
こ
ろ
が
へ
大
区
が
小
規
模

で
事
務
が
煩
雑
な
た
め
へ
　
明
治
六
年
末
か
ら
区
画
の
改
編
に
と
り
か
か
り
'
ま
ず

一
九
大
区
を
編
成
し
、
つ
づ
い
て
三
〇
〇
戸
を
基
準
に
し
て
小
区
へ
一
〇
〇
戸
で

組
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
改
編
で
、
県
下
は
一
九
大
区
、
三
五
七
小
区
へ

1
'
〇
〇
五
組
に
分
画
さ
れ
'
明
治
七
年
(
1
八
七
四
)
　
六
月
に
改
正
敦
賀
県
区

分
表
が
作
成
さ
れ
た
。
な
お
役
職
と
し
て
は
'
大
区
に
区
会
所
が
設
け
ら
れ
て
区

長
へ
副
区
長
(
以
上
へ
官
選
)
へ
小
区
に
戸
長
一
名
、
組
に
副
戸
長
(
以
上
へ
　
民
選
)

が
置
か
れ
た
。

大
区
の
平
均
規
模
は
五
'
五
五
五
戸
で
'
最
大
は
福
井
市
街
か
ら
な
る
第
一
一

大
区
の
一
二
、
1
五
九
戸
へ
最
小
は
県
の
最
東
部
で
山
間
地
域
の
第
1
九
大
区
の

八
七
六
戸
で
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が
、
小
区
は
平
均
三
二
些
戸
、
組
は
平
均
〓
五

戸
で
両
者
と
も
全
県
的
に
ほ
ぼ
平
均
し
て
い
る
。
と
-
に
組
は
、
一
〇
〇
戸
と
い

う
基
準
に
拘
束
さ
れ
て
'
隣
接
し
て
い
な
い
村
を
不
自
然
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る

事
例
も
み
ら
れ
る
。
大
区
は
'
地
形
へ
交
通
な
ど
の
地
域
性
に
配
慮
さ
れ
た
ほ
か
へ

そ
の
区
画
は
'
一
部
の
地
域
を
除
い
て
'
旧
来
の
郡
の
区
画
を
ほ
ぼ
継
承
し
て
い

る
。

明
治
七
年
　
(
一
八
七
四
)
　
十
二
月
、
福
井
市
街
の
旧
士
族
屋
敷
中
心
部
が
第
二

〇
大
区
と
し
て
独
立
す
る
な
ど
、
敦
賀
県
の
大
区
は
地
域
の
実
情
に
で
き
る
だ
け

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
役
職

は
'
明
治
七
年
の
改
正
に
よ
る
区
長
は
十
九
人
の
う
ち
十
七
人
が
士
族
で
、
常
勤

の
た
め
居
住
地
を
離
れ
て
赴
任
す
る
例
も
み
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
官
吏
的
性
格
が

強
ま
っ
た
が
、
副
区
長
は
'
非
常
勤
で
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
区
域
内
に
居
住
す
る
士

族
、
農
民
、
商
業
者
な
ど
地
域
住
民
に
身
近
な
人
た
ち
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
明
治
八
年
　
(
1
八
七
五
)
　
十
二
月
へ
　
副
戸
長
制
が
変
更
さ
れ
、
戸
数
に
関
係

な
-
1
村
に
1
人
の
副
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
'
実
質
的
に
庄
屋
役
が
復

活
し
た
が
'
市
街
地
は
一
小
区
に
一
副
戸
長
と
な
っ
た
。

(
-
<
*
>
)

㈲
　
広
島
県

明
治
四
年
(
一
八
七
こ
十
1
月
十
五
日
へ
　
山
陰
・
山
陽
両
道
の
諸
県
の
統
廃

合
の
一
環
と
し
て
、
安
芸
1
円
と
備
後
八
郡
(
御
調
へ
　
世
羅
へ
　
三
糸
へ
　
三
上
へ
奴

可
、
甲
奴
へ
　
三
次
、
恵
蘇
)
　
で
広
島
県
へ
　
備
中
1
円
と
旧
福
山
藩
額
を
中
心
と
す

る
備
後
六
郡
(
深
津
へ
　
沼
隈
、
芦
田
、
晶
治
へ
安
郡
へ
神
石
)
　
で
深
津
県
が
そ
れ

ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
.
深
津
県
は
'
翌
五
年
　
(
1
八
七
二
)
　
六
月
七
日
へ
　
小
田
県
と

改
称
さ
れ
へ
　
つ
づ
い
て
明
治
八
年
(
7
八
七
五
)
　
十
二
月
十
日
へ
　
岡
山
県
に
合
併

さ
れ
て
廃
県
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
九
年
　
(
1
八
七
六
)
　
四
月
十
八
日
へ
　
旧
小
田

県
の
う
ち
備
後
六
郡
が
広
島
県
へ
移
管
さ
れ
'
安
芸
へ
備
後
両
国
か
ら
な
る
現
在

の
広
島
県
の
県
域
が
確
定
し
た
。

(
旧
広
島
県
)
　
広
島
県
は
、
明
治
四
年
十
月
へ
　
戸
籍
編
製
の
た
め
管
内
を
1
五

八
区
に
分
け
へ
　
翌
五
年
一
月
、
こ
れ
ま
で
の
町
方
、
地
方
の
役
人
を
免
じ
、
新
し

-
戸
長
、
戸
長
副
な
ど
の
役
人
を
置
-
こ
と
に
し
た
。
つ
づ
い
て
明
治
五
年
二
月
、

ま
ず
広
島
城
下
の
四
区
を
廃
し
て
第
一
大
区
と
し
、
区
内
を
二
四
小
区
に
細
分
し

UII



た
。
こ
の
大
区
小
区
制
へ
の
転
換
は
'
順
次
へ
　
県
内
全
域
に
及
ぼ
さ
れ
、
同
年
四

月
四
日
へ
　
県
下
の
一
'
〇
二
〇
町
村
は
一
七
大
区
一
六
九
小
区
に
分
轄
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
五
月
へ
　
大
区
に
区
長
へ
　
戸
長
へ
　
小
区
に
副
戸
長
が
置
か

れ
た
。明
治
五
年
四
月
に
編
成
さ
れ
た
大
区
小
区
は
'
ま
ず
大
区
に
つ
い
て
は
へ
　
広
島

城
下
が
第
一
大
区
へ
第
二
～
第
一
七
大
区
は
「
一
郡
=
一
大
区
」
　
で
、
実
質
的
に

郡
制
と
変
わ
り
が
な
い
。
小
区
は
平
均
六
・
〇
町
村
で
構
成
さ
れ
'
1
町
村
独
立

の
小
区
は
六
例
の
み
で
あ
る
o
 
l
小
区
の
平
均
戸
数
、
石
高
は
1
、
二
七
四
・
三

戸
、
三
、
三
五
〇
・
五
石
で
'
郡
別
に
み
る
と
'
平
均
戸
数
の
最
高
は
安
芸
郡
の

二
へ
　
四
五
九
・
〇
戸
へ
　
最
低
が
恵
蘇
郡
の
四
五
七
・
七
戸
で
比
較
的
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
の
に
対
し
、
平
均
石
高
は
最
高
が
沼
田
郡
の
五
'
一
八
八
・
三
石
、
最
低
が

高
宮
郡
の
二
へ
　
二
四
〇
・
四
石
で
平
均
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
へ
　
小
区
が
戸
籍
区

と
し
て
だ
け
で
な
-
、
行
政
区
域
と
し
て
も
有
効
に
機
能
す
る
た
め
財
政
基
盤
に

配
慮
し
て
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

広
島
県
の
大
区
小
区
の
区
画
は
'
明
治
九
年
　
(
一
八
七
六
)
　
九
月
十
三
日
、
第

一
二
大
区
と
第
一
三
大
区
、
第
一
四
大
区
と
第
一
五
大
区
が
統
合
さ
れ
て
二
大
区

が
減
少
し
た
こ
と
を
除
い
て
、
基
本
的
に
変
化
が
な
-
安
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
役
人
と
職
制
は
'
朝
令
暮
改
と
も
思
え
る
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
変
更
が

あ
っ
た
。
な
お
へ
役
人
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
'
当
初
か
ら
'
県
が
直
接
任
命
す

る
官
選
制
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
深
津
県
・
小
田
県
、
備
後
六
郡
の
み
)

明
治
四
年
(
1
八
七
l
)
　
六
月
、
福
山
藩
は
各
郡
1
-
三
名
の
戸
籍
取
調
掛
を

命
じ
、
翌
七
月
、
戸
籍
縮
製
の
た
め
郡
を
大
区
と
し
、
郡
内
を
い
-
つ
か
の
小
区

に
分
け
、
各
小
区
に
従
前
の
宿
老
'
庄
屋
に
替
え
て
戸
長
へ
副
役
を
配
置
し
た
。

大
区
に
は
役
人
を
置
か
な
か
っ
た
も
の
の
へ
　
こ
の
よ
う
な
大
区
小
区
制
が
廃
藩
置

県
前
に
施
行
さ
れ
た
事
例
は
全
国
的
に
み
て
稀
有
で
あ
る
。
な
お
こ
の
こ
と
は
'

福
山
藩
が
明
治
四
年
1
月
以
来
へ
宗
門
改
帳
と
は
別
に
藩
独
自
の
戸
籍
表
の
作
成

を
す
す
め
て
い
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
四
年
十
一
月
へ
　
深
津
県
が
成
立
す
る
と
'
翌
五
年
三
月
へ
　
旧
福
山
藩
以
外

の
郡
の
呼
称
が
廃
止
さ
れ
て
大
区
と
な
っ
た
。
翌
五
年
六
月
、
深
津
県
は
小
田
県

と
改
称
さ
れ
た
が
'
大
区
小
区
に
は
ま
っ
た
-
変
更
が
な
か
っ
た
。

小
田
県
下
の
備
後
六
郡
の
大
区
小
区
を
広
島
県
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
'
「
一
那

=
一
大
区
」
の
原
則
は
ま
っ
た
-
同
じ
で
あ
る
が
、
一
小
区
は
平
均
二
・
一
町
村
へ

四
1
四
・
三
戸
か
ら
な
り
へ
　
い
ず
れ
も
広
島
県
の
約
三
分
の
一
と
小
規
模
で
、
独

立
町
村
(
一
町
村
=
一
小
区
)
　
が
全
町
村
の
約
一
五
%
に
達
し
て
い
る
。

小
田
県
の
大
区
小
区
の
区
画
は
、
明
治
八
年
　
(
一
八
七
五
)
　
十
二
月
の
廃
県
ま

で
目
だ
っ
た
変
化
が
な
-
'
役
人
も
大
区
に
区
長
へ
　
副
区
長
へ
　
小
区
に
戸
長
へ
　
副

戸
長
が
置
か
れ
、
そ
の
職
制
の
変
更
も
少
な
か
っ
た
。
区
長
、
戸
長
ら
の
役
人
が
、

明
治
五
年
六
月
以
降
、
民
選
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
広
島
県
と
対
照
的
で
あ
る
。

明
治
八
年
十
二
月
、
小
田
県
が
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
る
と
'
翌
九
年
(
1
八
七

六
)
一
月
七
日
、
備
後
六
郡
の
大
区
は
そ
の
番
号
に
岡
山
県
西
の
字
を
冠
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
大
区
小
区
と
も
に
区
画
に
は
何
の
変
化
も
な
か
っ
た
。
つ
づ
い

て
備
後
六
郡
が
広
島
県
に
移
管
さ
れ
る
と
、
明
治
九
年
五
月
二
十
三
日
へ
　
深
津
へ

沼
隈
へ
　
芦
田
、
晶
治
、
安
郡
、
神
石
の
各
郡
の
順
に
第
1
八
～
第
二
三
大
区
と
改

称
さ
れ
へ
　
こ
の
と
き
沼
隈
、
神
石
両
郡
の
小
区
が
l
部
改
変
さ
れ
た
.

明
治
九
年
九
月
十
三
日
へ
　
広
島
県
は
大
区
小
区
の
区
画
を
改
編
し
た
。
旧
広
島

県
は
、
前
述
の
ご
と
く
大
区
の
1
部
統
合
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
旧
小
田
県
の
備
後

六
郡
は
晶
治
、
安
那
両
郡
が
統
合
さ
れ
て
1
　
つ
の
大
区
と
な
り
、
小
区
は
二
〇

明
治
初
期
の
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)

五



滋
賀
腎
科
大
学
基
礎
撃
研
究
第
十
鋸
　
(
l
九
九
九
年
)

小
区
が
四
六
小
区
に
整
理
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
旧
小
田
県
の
小
区
の
平
均
戸
数
、

石
高
は
九
九
〇
・
六
戸
へ
　
二
へ
　
八
八
〇
・
七
石
と
な
り
へ
　
旧
広
島
県
に
比
較
し
て
、

平
均
戸
数
は
依
然
と
し
て
少
な
い
が
'
平
均
石
高
は
ほ
ぼ
桔
抗
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
改
編
の
意
図
は
'
旧
広
島
へ
旧
小
田
両
県
の
大
区
小
区
の
規
模
を
均
一

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
区
域
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
(
~
o
>
)

聞
　
香
川
県

香
川
県
は
、
明
治
五
年
(
1
八
七
二
)
　
二
月
へ
単
1
区
制
を
施
行
し
、
県
下
を

八
八
区
に
区
画
し
た
。
三
か
月
後
の
五
月
三
日
、
区
の
区
画
の
1
部
が
変
更
さ
れ

た
が
、
区
の
数
に
は
変
化
が
な
-
'
一
般
に
「
八
十
八
区
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

区
と
近
世
の
郷
と
の
関
係
を
み
る
と
、
1
郷
を
二
区
ま
た
は
三
区
以
上
に
人
為
的

に
分
割
し
た
事
例
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
八
十
八
区
制
」
は
'
旧

来
の
郷
村
自
治
あ
る
い
は
慣
行
に
樫
を
打
ち
込
む
た
め
、
1
定
の
戸
数
(
1
'
二

〇
〇
～
1
'
六
〇
〇
戸
程
度
)
　
を
基
準
に
し
て
'
同
1
郡
内
の
町
村
を
機
械
的
に

組
み
合
わ
せ
て
編
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
五
年
五
月
三
日
、
八
八
区
の
一
部
変
更
と
同
時
に
、
従
来
の
大
里
正
、
里

正
へ
年
寄
が
廃
止
さ
れ
、
新
し
-
区
に
戸
長
、
副
戸
長
(
以
上
、
官
選
)
へ
村
に
村

役
人
　
(
民
選
)
　
が
置
か
れ
た
。
区
の
戸
長
は
、
村
落
自
治
の
理
事
者
と
い
う
よ
り

も
'
行
政
の
末
端
事
務
を
分
担
す
る
行
政
官
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ

ゆ
え
戸
長
の
人
材
に
は
、
世
襲
門
閥
の
者
で
は
な
-
、
「
百
事
一
新
へ
県
治
ノ
御
旨

趣
ヲ
遵
奉
シ
'
身
ヲ
民
事
に
委
シ
、
1
点
ノ
私
意
ヲ
加
へ
ス
公
誠
ヲ
以
テ
従
事
」

(
「
戸
長
職
掌
大
概
」
へ
　
明
治
五
年
五
月
)
　
す
る
能
吏
が
求
め
ら
れ
た
。

明
治
六
年
　
(
1
八
七
三
)
　
二
月
二
十
日
、
香
川
県
が
廃
さ
れ
、
讃
岐
が
名
東
県

(
淡
路
、
阿
波
)
　
に
編
入
さ
れ
て
一
年
後
の
同
七
年
(
一
八
七
四
)
　
二
月
へ
　
そ
れ

ま
で
の
単
一
区
制
が
大
区
小
区
制
に
変
更
さ
れ
た
。
ま
ず
二
月
十
三
日
に
大
区
が

「
l
郡
=
1
大
区
」
　
の
原
則
で
編
成
さ
れ
た
が
'
番
号
付
け
は
、
名
東
県
下
で
は

淡
路
へ
　
阿
波
の
順
に
数
え
て
き
て
'
讃
岐
は
第
一
三
大
区
(
大
内
郡
)
　
か
ら
第
二

四
大
区
(
豊
田
郡
)
　
ま
で
の
l
二
の
大
区
と
な
っ
た
o
　
つ
い
で
1
過
遅
れ
の
二
月

二
十
日
に
五
七
の
小
区
が
設
け
ら
れ
た
が
'
二
か
月
後
の
四
月
二
十
三
日
へ
一
部

改
編
さ
れ
て
五
五
小
区
に
な
っ
た
。
役
職
と
し
て
は
'
大
区
に
区
長
1
名
、
小
区

に
戸
長
へ
副
戸
長
各
1
名
、
村
に
は
村
長
ま
た
は
村
役
人
　
(
以
上
、
官
選
)
　
が
配

置
さ
れ
た
が
、
翌
八
年
(
一
八
七
五
)
　
四
月
、
村
長
が
副
戸
長
と
改
称
さ
れ
た
の

で
'
小
区
の
副
戸
長
は
複
数
に
な
っ
た
。
な
お
へ
明
治
八
年
九
月
五
日
へ
讃
岐
が

名
東
県
か
ら
離
脱
し
て
香
川
県
が
再
置
さ
れ
る
と
'
大
区
は
県
東
部
か
ら
西
の
方

に
順
番
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
第
二
二
大
区
が
第
一
大
区
、

第
二
四
大
区
が
第
1
二
大
区
に
改
め
ら
れ
た
。

明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
　
八
月
一
日
へ
大
区
小
区
の
区
画
が
改
編
さ
れ
へ
県
下

は
七
大
区
五
七
小
区
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
へ
　
そ
れ
ま
で
の
r
r
郡
=
1
大
区
」

の
原
則
が
破
棄
さ
れ
、
第
一
大
区
(
香
川
部
)
　
と
第
七
大
区
(
小
豆
島
)
を
除
き
、

残
り
の
五
つ
の
大
区
は
「
二
郡
=
一
大
区
」
で
編
成
さ
れ
た
。
な
お
小
区
の
区
画

は
、
第
一
大
区
の
第
一
小
区
が
三
小
区
に
分
割
さ
れ
た
以
外
、
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
。
こ
の
改
編
に
先
だ
っ
て
、
明
治
九
年
五
月
、
あ
ら
か
じ
め
内
務
卿
に
提

出
し
た
「
大
区
画
合
併
及
大
小
区
長
職
制
章
程
等
ノ
儀
二
付
伺
」
　
に
よ
る
と
'
香

川
県
は
、
五
戸
を
一
伍
、
五
伍
を
1
組
、
l
二
組
で
1
大
組
へ
　
l
 
O
大
組
(
三
、

〇
〇
〇
戸
)
　
で
1
小
区
、
そ
し
て
お
お
よ
そ
八
小
区
　
(
二
四
へ
　
〇
〇
〇
戸
)
　
を
合

し
て
一
大
区
を
設
け
る
と
い
う
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
'

旧
来
の
町
村
と
は
関
係
な
し
に
'
大
区
-
小
区
-
大
組
-
組
1
伍
と
い
う
戸
数
を

基
準
に
し
た
重
属
的
区
画
を
構
築
し
、
役
人
と
し
て
大
区
に
大
区
長
へ
　
小
区
に
小

六



区
長
、
大
組
に
戸
長
兼
書
記
(
以
上
、
官
選
)
各
一
名
へ
組
に
は
組
長
(
民
選
)

を
置
-
こ
と
に
し
て
い
る
。

明
治
九
年
八
月
に
改
編
さ
れ
た
大
区
の
番
号
付
け
は
、
県
庁
所
在
地
へ
高
松
が

所
属
す
る
香
川
郡
が
第
一
大
区
で
'
こ
こ
か
ら
西
へ
向
か
い
県
西
端
の
三
野
、
豊

田
両
郡
が
第
四
大
区
、
再
び
香
川
郡
に
戻
り
へ
東
に
向
か
っ
て
数
え
へ
県
東
端
の

大
内
へ
寒
川
両
郡
が
第
六
大
区
へ
　
そ
し
て
小
豆
島
が
第
七
大
区
に
あ
て
ら
れ
た
0

明
治
九
年
八
月
二
十
一
日
、
香
川
県
が
廃
さ
れ
て
愛
媛
県
に
編
入
さ
れ
る
と
'
同

年
九
月
十
四
日
、
大
区
の
番
号
は
'
元
ど
お
り
県
の
東
か
ら
西
の
方
へ
第
1
大
区

か
ら
第
七
大
区
へ
と
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

香
川
県
の
大
区
は
、
す
で
に
触
れ
た
ご
と
-
、
郡
が
基
本
単
位
に
な
っ
て
い
る

が
'
小
区
は
「
八
十
八
区
制
」
の
区
と
同
様
、
近
世
の
郷
や
丸
亀
、
多
度
津
両
藩

の
大
庄
屋
組
な
ど
の
区
画
と
は
ま
っ
た
-
無
関
係
に
'
戸
数
あ
る
い
は
石
高
を
基

準
に
し
て
機
械
的
に
編
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

a
o

㈲
　
宮
崎
県

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
　
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
へ
　
日
向
は
延
岡
へ

高
鍋
、
佐
土
原
、
妖
肥
'
鹿
児
島
、
人
吉
の
六
県
が
置
か
れ
た
が
、
同
年
十
l
月

十
四
日
へ
北
部
が
美
々
津
へ
南
部
が
都
城
県
に
統
合
さ
れ
た
。

美
々
津
へ
都
城
両
県
で
は
、
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
先
だ
っ
て
へ
鹿
児
島

県
の
地
方
制
度
に
準
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
郡
治
所
が
置
か
れ
た
。
明
治
五
年
(
一

八
七
二
)
　
三
月
へ
美
々
津
県
は
延
岡
に
北
郡
治
所
、
佐
土
原
に
南
郡
治
所
を
置
い

た
が
'
都
城
県
も
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
福
島
、
高
城
な
ど
九
か
所
に
郡
治
所
を
設
け
へ

郡
長
へ
副
郡
長
、
里
正
を
配
置
し
た
。

美
々
津
県
で
は
'
北
郡
治
所
管
内
は
1
六
区
、
南
郡
治
所
管
内
は
旧
県
(
旧
藩
)

単
位
で
'
旧
延
岡
県
が
四
区
へ
旧
高
鍋
県
が
八
区
へ
旧
佐
土
原
県
が
六
区
に
区
分

さ
れ
た
。
そ
し
て
明
治
五
年
四
月
へ
　
旧
来
の
庄
屋
、
名
主
へ
年
寄
な
ど
の
村
役
人

が
廃
止
さ
れ
、
新
し
-
各
区
に
戸
長
一
名
の
ほ
か
、
1
町
村
ま
た
は
数
町
村
を
受

け
持
つ
戸
長
助
が
郡
長
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
。
明
治
五
年
十
月
三
日
へ
美
々
津

県
は
、
郡
長
を
大
区
戸
長
、
副
郡
長
を
大
区
副
戸
長
、
1
-
四
等
里
正
を
小
区
戸

長
、
五
'
六
等
里
正
を
小
区
副
戸
長
と
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
わ
ず
か
十
二

日
後
の
同
月
十
五
日
へ
　
郡
長
を
大
区
長
、
副
郡
長
を
一
等
大
区
副
長
へ
一
、
二
等

里
正
を
二
等
大
区
副
長
、
三
へ
　
四
等
里
正
を
三
等
大
区
副
長
へ
　
五
等
里
正
を
小
区

戸
長
へ
　
六
等
里
正
を
小
区
副
戸
長
に
変
更
し
た
。
役
職
名
で
み
る
限
り
、
大
区
小

区
制
の
導
入
と
受
け
取
ら
れ
る
が
'
大
区
長
以
下
、
小
区
副
戸
長
に
至
る
ま
で
郡

治
所
の
役
職
名
の
単
な
る
変
更
で
'
区
が
小
区
に
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
-
'

実
質
的
に
は
、
単
一
区
制
の
継
続
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
へ
都
城
県
で
は
'
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
　
九
月
、
県
内
を
四
八
大
区
に

分
画
し
'
そ
れ
ま
で
の
郡
長
へ
副
郡
長
、
里
正
な
ど
を
大
区
戸
長
、
大
区
副
戸
長
、

小
区
戸
長
、
小
区
副
戸
長
と
改
称
し
、
郡
治
所
九
か
所
に
各
一
名
配
置
さ
れ
た
大

区
戸
長
が
「
区
ノ
大
ナ
ル
ハ
壱
、
弐
大
区
、
小
ナ
ル
ハ
七
へ
　
八
大
区
ヲ
管
」
　
(
「
東

京
案
文
到
来
」
都
城
県
参
事
桂
久
武
よ
り
大
蔵
大
輔
井
上
馨
あ
て
へ
　
明
治
五
年
九

月
)
轄
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
へ
　
旧
来
の
庄
屋
、
名
主
、
年
寄
な
ど

が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
職
務
を
戸
長
へ
副
戸
長
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

小
区
戸
長
、
小
区
副
戸
長
の
役
職
名
が
み
ら
れ
る
が
'
行
政
区
域
と
し
て
の
小
区

の
編
成
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
一
月
へ
大
区
戸
長
、

大
区
副
戸
長
が
そ
れ
ぞ
れ
区
長
、
副
区
長
と
改
称
さ
れ
、
郡
治
所
も
区
長
役
所
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
の
付
-
役
職
名
、
役
所
名
が
す
べ
て
消
滅
し
た
。

都
城
県
の
大
区
の
区
画
に
つ
い
て
検
討
し
ょ
う
。
旧
鹿
児
島
藩
額
の
諸
県
郡
の

大
区
は
、
「
旧
藩
制
ノ
頃
ハ
官
民
共
二
国
郡
名
ヲ
称
フ
ル
事
稀
こ
シ
テ
へ
専
ラ
何
那

明
治
初
期
の
単
1
区
制
、
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)
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滋
賀
撃
科
大
撃
基
礎
撃
研
究
第
十
競
　
(
一
九
九
九
年
)

何
村
ト
単
称
」
　
(
「
郷
名
ヲ
唱
フ
ル
儀
二
付
伺
」
鹿
児
島
県
令
渡
辺
千
秋
よ
り
内
務

卿
山
田
顧
義
あ
て
へ
　
明
治
十
六
年
八
月
八
日
)
　
さ
れ
て
き
た
　
「
郷
」
と
呼
ば
れ
る

村
落
連
合
体
が
フ
レ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
第
一
大
区
が

都
城
郷
へ
第
二
大
区
が
三
俣
郷
、
第
三
大
区
が
荘
(
庄
)
内
郷
で
構
成
さ
れ
'
「
一

郷
=
一
大
区
」
　
の
原
則
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。

明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
一
月
十
五
日
へ
美
々
津
へ
都
城
両
県
が
統
合
さ
れ
て
'

日
向
一
円
か
ら
な
る
宮
崎
県
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
二
十
九
日
、
宮
崎

県
は
県
内
を
一
二
大
区
七
六
小
区
に
区
画
し
た
。
旧
都
城
県
の
第
八
大
区
と
第
四

八
大
区
の
第
一
大
区
編
入
を
例
外
と
す
る
と
へ
　
第
一
～
第
五
大
区
が
旧
美
々
津
県
、

第
六
～
第
二
一
大
区
が
旧
都
城
県
か
ら
な
り
へ
　
第
一
大
区
、
第
三
～
第
五
大
区
の

四
つ
の
大
区
は
旧
美
々
津
県
の
八
～
1
七
の
区
を
統
合
し
て
1
　
つ
の
大
区
と
し
へ

そ
れ
ま
で
の
区
を
そ
の
ま
ま
小
区
に
し
て
い
る
。
第
六
～
第
八
大
区
の
三
つ
の
大

区
は
'
「
第
七
大
区
へ
　
右
者
旧
都
城
県
内
第
四
十
六
大
区
妖
肥
'
区
名
右
之
通
改

称
へ
六
小
区
是
迄
之
通
区
分
」
(
「
管
内
大
小
区
画
改
定
届
」
へ
明
治
六
年
五
月
二
十

九
日
)
　
の
ご
と
-
へ
　
そ
の
区
画
に
ま
っ
た
-
変
化
が
な
か
っ
た
。
旧
鹿
児
島
藩
額

の
諸
県
郡
の
第
二
大
区
へ
第
九
～
第
1
二
大
区
の
大
区
は
二
～
七
郷
を
統
合
へ
　
小

区
は
「
1
郷
-
1
小
区
」
　
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宮
崎
県
の
大
区
小
区
は
'
美
々
津
へ
都
城
両
県
の
統
合
に
よ
り
、

そ
の
呼
称
に
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
、
区
画
は
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
と
ど
ま
っ

た
。
そ
の
後
へ
　
明
治
六
年
十
一
月
へ
第
五
大
区
が
「
第
五
大
区
内
延
岡
支
庁
廃
止

二
付
而
ハ
'
右
区
内
元
来
土
地
広
大
へ
　
人
民
衆
多
、
指
揮
届
兼
、
官
民
共
別
テ
不

便
相
成
候
二
付
、
更
二
三
大
区
二
分
割
」
　
(
「
管
下
各
大
区
々
画
改
定
届
」
宮
崎
県

参
事
福
山
健
偉
よ
り
大
蔵
卿
大
隈
重
信
あ
て
、
明
治
六
年
十
一
月
二
十
四
日
)
　
さ

れ
て
大
区
の
数
が
二
つ
ふ
え
て
一
四
大
区
に
な
っ
た
。
つ
づ
い
て
明
治
七
年
(
一

八
七
四
)
　
九
月
へ
　
椎
葉
山
が
第
五
大
区
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
第
一
五
大
区
に
な
り
、

翌
八
年
　
(
1
八
七
五
)
　
四
月
二
十
八
日
、
第
1
四
大
区
が
二
つ
の
大
区
に
分
割
さ

れ
'
宮
崎
県
の
大
区
数
は
〓
ハ
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
区
の
町
村
の
組
替
え

な
ど
が
あ
っ
た
が
'
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
　
八
月
二
十
一
日
の
宮
崎
県
の
廃
県

ま
で
'
全
県
規
模
で
の
大
区
小
区
の
改
編
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

役
職
に
つ
い
て
み
る
と
'
明
治
六
年
五
月
十
四
日
へ
宮
崎
県
は
大
区
に
区
長
1

名
へ
　
副
区
長
一
～
三
名
、
小
区
に
戸
長
へ
　
副
戸
長
を
置
-
こ
と
に
し
た
が
'
す
べ

て
官
選
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
民
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
戸
長
は
「
四
民
ノ
総
代

人
二
候
ハ
ハ
、
官
ヨ
リ
命
セ
ラ
ル
ル
理
如
何
御
座
候
ヤ
」
　
(
「
戸
長
入
札
公
撰
ノ
儀

二
付
戯
」
第
六
大
区
二
小
区
副
戸
長
松
田
方
規
ほ
か
二
名
よ
り
宮
崎
県
参
事
福
山

健
偉
あ
て
、
明
治
七
年
五
月
二
十
日
)
　
と
い
う
こ
と
で
、
戸
長
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
住
民
の
入
札
で
三
～
五
名
を
選
び
、
そ
の
な
か
か
ら
適
任
者
を
官
還
し

て
ほ
し
い
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
県
は
こ
れ
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

Ⅲ
　
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
後
の
区
の
実
態
-
京
都
府
へ
滋
賀
県
の
事
例
-

明
治
十
1
年
　
(
1
八
七
八
)
　
三
月
、
内
務
卿
大
久
保
利
通
が
太
政
大
臣
三
条
実

美
に
あ
て
た
「
数
百
年
来
慣
習
ノ
郡
制
ヲ
破
り
へ
　
新
規
二
奇
異
ノ
区
画
ヲ
設
ケ
タ

ル
ヲ
以
テ
、
頗
ル
人
心
二
適
セ
ス
-
-
抑
モ
地
方
ノ
区
画
ノ
如
キ
ハ
如
何
ナ
ル
美

法
艮
制
タ
ル
モ
'
固
有
ノ
慣
習
二
依
ラ
ス
シ
テ
新
規
ノ
事
ヲ
起
ス
ト
キ
ハ
其
形
美

ナ
ル
モ
其
実
益
ナ
シ
、
寧
口
多
少
完
全
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、
固
有
ノ
慣
習
二

依
ル
ニ
如
カ
ス
」
　
(
「
地
方
之
体
制
等
改
正
之
儀
」
、
明
治
十
1
年
三
月
十
1
日
)
の

建
議
は
、
三
新
法
の
公
布
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

明
治
十
一
年
七
月
二
十
二
日
へ
政
府
は
太
政
官
布
告
第
一
七
号
(
郡
区
町
村
編

八



制
法
)
、
同
第
一
八
号
　
(
府
県
会
規
則
)
、
同
第
1
九
号
　
(
地
方
税
規
則
)
　
の
三
新

法
を
公
布
し
た
。
こ
の
う
ち
郡
区
町
村
編
制
法
は
、
「
地
方
ヲ
画
シ
テ
府
県
ノ
下
那

区
町
村
ト
ナ
ス
」
　
(
第
一
条
)
へ
　
「
郡
町
村
ノ
区
域
名
称
ハ
総
テ
旧
二
依
ル
」
　
(
第
二

条
)
へ
　
「
毎
郡
二
郡
長
各
一
員
ヲ
置
キ
、
毎
区
二
区
長
各
一
員
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
」

(
第
五
条
)
、
「
毎
町
村
二
戸
長
各
一
員
ヲ
置
ク
、
又
数
町
村
l
二
貞
ヲ
置
ク
コ
ト

ヲ
得
」
　
(
第
六
条
)
　
な
ど
六
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
の
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
っ
て
へ
　
単
1
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
が
廃
止

さ
れ
、
法
制
上
へ
　
郡
が
復
活
し
、
区
ま
た
は
大
区
小
区
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
町

村
が
地
方
行
政
の
最
小
単
位
と
し
て
法
認
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
定

説
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
へ
　
府
県
に
よ
っ
て
は
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
後
も
'

区
が
そ
の
名
称
を
変
え
て
存
続
し
て
い
た
事
例
が
み
ら
れ
る
。

京
都
府
は
明
治
五
年
　
(
1
八
七
二
)
　
以
降
、
一
貫
し
て
単
1
区
制
を
堅
持
し
'

大
区
小
区
制
へ
転
換
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十
二
年
　
(
一
八
七
九
)
　
三
月
十

四
日
へ
　
京
都
府
は
郡
区
町
村
編
制
法
を
施
行
し
た
が
'
そ
れ
は
「
区
」
を
「
組
」
へ

「
区
長
」
を
「
戸
長
」
と
そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
た
だ
け
で
'
実
質
的
に
は
単
一
区
制

の
継
続
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
京
都
府
で
は
、
府
下
の
全
町
村
が
聯
合
の
組
戸

長
役
場
に
組
み
込
ま
れ
、
単
独
の
戸
長
役
場
は
皆
無
で
あ
っ
た
o
明
治
十
三
年
(
1

八
八
〇
)
　
五
月
三
十
一
日
の
京
都
府
会
に
組
戸
長
制
の
改
正
を
求
め
る
建
議
が
提

出
さ
れ
た
。
こ
の
建
議
は
'
現
行
の
組
戸
長
制
は
「
他
府
県
ニ
ハ
決
シ
テ
無
キ
コ

ト
ナ
リ
。
此
ハ
唯
当
府
ノ
好
ミ
ニ
ヨ
リ
テ
成
ル
モ
ノ
」
　
で
あ
り
、
郡
区
町
村
編
制

法
の
第
六
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
「
当
府
ノ
区
画
ノ
制
タ
ル
ヤ
第
六
条
ノ
毎
町
村

こ
こ
貝
ヲ
置
-
コ
ト
ヲ
捨
テ
テ
数
町
村
二
二
貝
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
本
ト
シ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
。
而
シ
テ
此
議
案
ノ
精
神
ハ
毎
町
村
二
一
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
本
ト
シ
テ
へ
　
敬

町
村
二
一
人
ヲ
置
ク
コ
ト
ハ
人
民
ノ
情
願
二
任
ス
ル
」
　
(
『
京
都
府
会
議
録
事
』
)
と

(
c
i
-
)

い
う
の
が
、
そ
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
　
(
1
八
八
1
)
　
十
月
二

十
二
日
へ
　
京
都
府
は
'
懸
案
の
組
戸
長
制
を
改
廃
L
へ
府
下
の
1
'
六
二
〇
町
村

(
京
都
の
上
京
・
下
京
両
区
を
除
-
)
　
を
七
七
一
の
戸
長
役
場
に
分
轄
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
う
ち
1
町
村
独
立
の
戸
長
役
場
が
五
九
l
で
、
全
戸
長
役
場
の
四

分
の
三
を
上
回
わ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
-
単
1
区
制
が
名
実
と
も
に
終
芳
し
、

級
(
か
つ
て
の
区
)
　
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
町
村
が
行
政
区
域
と
し
て
復
活
し
た

ォ
サ

の
で
あ
る
。

滋
賀
県
は
'
明
治
十
二
年
　
(
一
八
七
九
)
　
五
月
十
日
へ
　
そ
れ
ま
で
の
単
一
区
制

を
廃
止
し
て
、
新
し
-
郡
制
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
原
則
と
し
て
一
町
村
に
戸

長
1
名
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
へ
　
七
年
余
に
わ
た
っ
て
行
政
区
域

と
し
て
そ
れ
な
り
に
機
能
し
て
き
た
区
を
1
挙
に
廃
止
す
る
と
、
行
政
の
混
乱
が

懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で
滋
賀
県
は
「
人
民
便
宜
ノ
為
メ
従
来
ノ
区
ヲ
以
テ
組
合
町

村
ト
シ
'
戸
長
ノ
内
、
右
組
合
総
代
ヲ
公
選
ス
ル
カ
、
若
ク
ハ
年
番
ヲ
以
テ
総
代

ト
ナ
ル
カ
へ
　
人
民
ノ
協
議
二
任
ス
へ
シ
」
　
(
滋
賀
県
庁
所
蔵
文
書
)
と
い
う
方
針
を

示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
栗
太
郡
で
は
'
「
区
」
が
「
組
」
と
名
称
を
変
え
て
生
き

残
っ
て
い
る
。
明
治
十
六
年
(
l
八
八
三
)
七
月
二
十
六
日
付
『
京
都
滋
賀
新
報
』

に
「
江
州
栗
太
郡
第
三
へ
　
四
両
組
村
々
-
-
」
　
の
記
事
が
み
ら
れ
る
ほ
か
へ
　
同
十

七
年
(
一
八
八
四
)
　
十
月
十
四
日
付
で
栗
太
野
洲
郡
役
所
か
ら
各
村
戸
長
役
場
宛

に
出
さ
れ
た
文
書
に
高
野
村
(
現
栗
東
町
)
な
ど
一
一
か
村
が
「
栗
太
郡
第
五
組
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
1
　
1
か
村
は
明
治
十
二
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
た

(
N
C
サ

栗
太
郡
第
四
区
と
完
全
に
一
致
す
る
。

京
都
府
へ
　
滋
賀
県
は
単
一
区
制
に
終
始
L
へ
　
区
画
を
ま
っ
た
-
改
変
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
区
が
行
政
区
域
と
し
て
機
能
し
て
い
-
過
程
で
、
フ
ォ

ー
マ
ル
な
区
域
に
と
ど
ま
ら
ず
'
地
域
の
実
情
に
マ
ッ
チ
し
た
サ
ブ
ス
タ
ン
テ
ィ

明
治
初
期
の
単
一
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)

九



滋
賀
腎
科
大
撃
基
礎
撃
研
究
第
十
耽
　
(
一
九
九
九
年
)

ヴ
な
区
域
に
変
貌
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
(
一
九
九
九
、
四
へ
　
九
)

二
〇
)

お
わ
り
に

明
治
五
年
　
(
一
八
七
二
)
　
の
単
1
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
へ
　
同
十
l
年
　
(
l
八
七

八
)
　
の
郡
区
町
村
編
制
法
へ
　
同
十
七
年
(
一
八
八
四
)
　
の
戸
場
役
場
所
轄
区
域
の

拡
大
(
聯
合
戸
長
役
場
制
)
、
同
二
十
二
年
　
(
1
八
八
九
)
　
の
市
制
・
町
村
制
の
施

行
に
伴
な
う
町
村
合
併
な
ど
'
明
治
前
期
の
町
村
制
度
は
'
試
行
錯
誤
と
も
い
え

る
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
-
変
遷
し
た
。
こ
の
よ
う
な
町
村
制
度
の
変
遷
と
連
動
し
て
'

地
方
行
政
区
域
も
複
雑
に
変
化
し
た
。
そ
の
渦
中
で
、
郡
や
近
世
の
郷
、
大
庄
屋

の
管
轄
区
域
な
ど
の
歴
史
的
領
域
が
、
大
区
、
小
区
あ
る
い
は
区
と
名
称
は
変
わ

っ
た
も
の
の
、
た
-
ま
し
-
生
き
残
っ
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
さ
ら
に
'

「
奇
異
ノ
区
画
」
ゆ
え
数
年
で
消
滅
し
た
は
ず
の
区
が
'
郡
区
町
村
編
制
法
の
施

行
後
も
名
称
を
変
え
て
存
続
し
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
時
代
と
制
度
を
超
え
た
、

行
政
区
域
の
「
連
続
性
」
を
改
め
て
見
直
し
た
い
と
思
う
。

前
稿
の
二
〇
県
に
六
県
を
加
え
て
、
合
わ
せ
て
二
六
県
の
単
一
区
制
、
大
区
小

(
<
N
W
)

区
制
の
特
色
を
別
表
に
ま
と
め
て
み
た
。
前
稿
お
よ
び
そ
の
後
の
拙
稿
で
'
Ⅲ
新

潟
・
愛
媛
県
型
(
「
統
治
」
　
の
論
理
が
貫
徹
し
た
タ
イ
プ
)
、
畑
滋
賀
・
静
岡
県
型

(
「
自
治
」
の
論
理
が
尊
重
さ
れ
た
タ
イ
プ
)
、
畑
愛
知
県
型
(
「
行
政
」
の
論
理
が

優
先
し
た
タ
イ
プ
)
　
の
三
類
型
を
設
定
し
た
。
今
回
へ
　
こ
の
類
型
区
分
を
改
め
て

検
証
し
た
が
、
と
-
に
修
正
を
加
え
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
。

(
付
記
)
　
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
'
敦
賀
県
は
橘
弥
代
治
氏
へ
香
川
県
は
和
田

仁
、
権
藤
典
明
両
氏
か
ら
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
『
県
史
』
　
『
市
町
村
合

併
史
(
読
)
』
な
ど
の
閲
覧
に
さ
い
し
て
は
、
滋
賀
県
立
図
書
館
の
池
田
宏
氏
に
お



26県の単一区制、大区小区制の特色一覧

明
治
初
期
の
単
1
区
制
へ
　
大
区
小
区
制
に
つ
い
て
(
井
戸
)

輿
青 岩 山 茨 埼 入 神 新 新 敦 山 長 筑 静 浜 愛 滋 鳥 旧 深 山 香 愛 熊 宮

奈 堺 広
森 手 形 城 玉 間 川 潟 川 賀 梨 野 摩 岡 松 知 賀 取 島 津 口 川 媛 本 崎

A 3 3 3 2 4 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 3 3 3 2 3 3 2 2 3

B 〇 〇 〇 〇 〇 〇

C ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎l○ ◎ ○

D ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

E ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

F ○ ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

G ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

H ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

(注) A一単一区制または大区小区制の施行過程のパターン。

1 (単一区制)　2 (大区小区制)　3 (単一区制一大区小区制)

4 (大区小区制-単一区制)

B一大区小区のほかに別の区画を設けた県。

C一大区または区と郡の区画との整合率の高い県。

ID一大区小区または区と近世の大庄屋の管轄区域などとの整合率が高い県.

E一小区または区と明治22年の町村合併区域との整合率が高い県。

F一大区小区または区の区画が安定し、区画の改編がほとんどみられない県。

G一町村に戸長、副戸長を置いた県。

H一区長、戸長ら役人の民選(公選)制を採用した県。

〇一該当する場合。

◎-とくに顕著な特色がみられる場合。
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